
14　はげまし合った夜

　大地震
しん

そして津
つ

波
なみ

が街
まち

をおそった日、避
ひ

難
なん

所
じょ

になったある小学校では、避
ひ

難
なん

した７００

名余りの人々が身を寄
よ

せ合い、寒
さむ

い夜を過ご

しました。３月とはいえ、夜になると気温が

下がり、はく息は真っ白です。

○子どもたちもがんばった夜

　平成２３年３月１１日の東日

本大震
しん

災
さい

で、石巻市内の海
うみ

沿
ぞ

い

や北上川とその支
し

流
りゅう

に近い地
ち

域
いき

は、これまでにない大きな被
ひ

害
がい

を受けました。

　津
つ

波
なみ

から逃
のが

れることができた

人々は、避
ひ

難
なん

所
じょ

や自分の家で、

地
ち

域
いき

の人々や家族と不安な夜を

過ごしました。ライフライン

（電気・水道・ガス）は使えなく

なってしまいました。ラジオな

どでニュースを聞くことはでき

ましたが、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

やメールが

使えなくなり、家族や友達とまっ

たく連
れん

絡
らく

ができませんでした。

　人々は、お互
たが

いはげまし合い、助け合って、不安にたえながらが

んばりました。

　東日本大震
しん

災
さい

の夜、人々がどのような夜を過
ごしたのかを考えよう。
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◎「はげまし合った夜」を読んで、考えたことを書きましょう。

　みんなで教室の机
つくえ

やいすをろう下に出し、学校中のカーテンをはず

して体に巻
ま

きつけたり、床
ゆか

にしいたりしました。学校の先生方の体育

着やスーツ、靴
くつ

などは避
ひ

難
なん

してきた方の着
き

替
が

えとして使っていただき

ました。５・６年生の子どもたちの体育着も、ほとんどが避
ひ

難
なん

者
しゃ

の方

の着
き

替
が

えとして利用されました。また、この学校には、非
ひ

常
じょう

時
じ

用
よう

の水

や食べ物、毛布などの蓄
たくわ

えはありませんでした。

　先生方や地
ち

域
いき

のリーダーの方が中心となって、職
しょく

員
いん

室
しつ

のコーヒー用

のシュガースティックや放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

クラブのおかしを少しずつ分け、

子どもとお年
とし

寄
よ

りだけにとお願
ねが

いして配
くば

りました。子どもたちは、あ

めを１個
こ

またはシュガースティック半分という夕食となってしまいま

したが、どの子もわがままを言わず「ありがとう」と言って受け取っ

ていました。また、「おうちに帰りたい」と泣
な

き出してしまった１・

２年生の子を優
やさ

しくだっこして

あげる５・６年生のお兄
にい

さん・

お姉さんの姿
すがた

もありました。

　こうして照
しょう

明
めい

も暖
だん

房
ぼう

もない中、

命
いのち

をつなぐために声をかけ合い、

はげまし合って大震
しん

災
さい

の日の夜

を過ごしました。
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